
 

１
２
月
１
１
日
、
県
議
会
本
会
議

で
一
般
質
問
し
ま
し
た
。 

 

国
の
介
護
保
険
部
会
で
検
討

さ
れ
て
い
る
、
要
支
援
者
か
ら

介
護
保
険
給
付
を
取
り
上
げ
市

町
村
事
業
に
丸
投
げ
す
る
こ
と

を
批
判
。
財
政
難
の
自
治
体
が

メ
ニ
ュ
ー
を
絞
り
込
み
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等
の
専
門
職
以
外
の
方
に

ま
か
せ
る
な
ど
、
必
要
な
支
援

体
制
が
整
え
ら
れ
な
い
と
訴
え

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
の
枠
内

に
限
定
せ
ず
老
人
福
祉
法
の
活

用
な
ど
で
高
齢
者
福
祉
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
や
、賃
金
が
産 

 
 
 

    

 
 

 

 

 

 

2013 年 12 月２２日 第１１３号 

――奥村のり子生活相談所―― 

〒640-8212 和歌山市杉ノ馬場 1-11 

＆ＦＡＸ 073－４２７－７１２１ 

リレートーク Ｒｅｌａｙ ｔａｌｋ Relay talk 

 

リ
レ
ー
ト
ー
ク 

R
e
la

y
 ta

lk
 

党市議会議員 

 

 

 

 

 

 

１
６
日
付
け
日
刊
赤
旗
の
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
今
、
何
が
？
」
の
記

事
を
読
ん
で
、
公
共
放
送
を
安
倍
晋
三
と
い
う
人
の
息
の

か
か
っ
た
人
物
で
乗
っ
取
り
だ
と
思
っ
た
。
稀
代
の
悪
法
と

言
わ
れ
る
秘
密
保
護
法
が
衆
議
院
で
審
議
入
り
す
る
直
前

に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
委
員
会
に
安
倍
首
相
に
近
い
４
人
を
推

し
、
自
民
、
公
明
、
維
新
、
み
ん
な
の
党
が
賛
成
し
て
送
り
込

ん
だ
。
そ
の
中
に
「
日
本
国
憲
法
の
『
平
和
主
義
』
は
国
家
主

権
の
放
棄
、
…
全
く
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
憲
法
」
と
公
言
す
る

人
物
や
、
「
も
し
他
国
が
日
本
に
攻
め
て
き
た
ら
９
条
教
の

信
者
を
前
線
に
送
り
出
す
」
と
語
る
人
物
な
ど
だ
。
そ
し
て

秘
密
保
護
法
が
強
行
成
立
し
た
６
日
夜
は
法
の
中
身
は
そ

っ
ち
の
け
で
「
同
盟
国
ア
メ
リ
カ
と
高
度
な
情
報
を
共
有
」

と
か
、
自
衛
隊
の
“歌
姫
”を
長
々
と
伝
え
る
な
ど
、
ま
る
で

政
府
の
応
援
団
的
な
異
常
な
放
送
が
続
い
た
と
言
う
。 

 

ま
た
驚
い
た
の
は
、
２
０
０
１
年
当
時
安
倍
氏
が
内
閣
官

房
副
長
官
の
時
、
自
分
の
気
に
入
ら
な
い
番
組
に
つ
い
て
、

放
送
総
局
長
を
呼
び
だ
し
、
「
た
だ
で
は
す
ま
な
い
ぞ
。
勘

ぐ
れ
」
と
言
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
で
は
現
場
は
萎
縮
し
ま
と

も
な
番
組
は
作
れ
な
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
近
く
お
気
に

入
り
人
物
を
次
期
会
長
に
据
え
る
の
だ
ろ
う
。
視
聴
者
の

受
信
料
で
成
り
立
つ
公
共
放
送
の
危
機
で
あ
る
。
（編
集
室
） 

１
２
月
１
４
日
、和
歌
山
大
学
構

内
で
「
２
０
１
３
科
学
ま
つ
り
」
が

行
わ
れ
、
お
誘
い
を
受
け
参
加
し

た
。
「
ま
つ
り
」
は
２
０
０
０
年
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

専
門
家
の
教
授
、
支
援
者
た
ち

が
物
理
、
化
学
、
生
物
、
地
学
な
ど

の
分
野
で
約
４
０
ブ
ー
ス
の
企
画

で
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
子
供
、保
護
者
同
伴
で
す
。
今
年

も
盛
況
で
参
加
者
は
１
千
人
を
越

え
て
い
た
と
思
う
。 

 

「
炭
素
構
造
の
変
化
で
物
質

は
？
」
「
化
石
を
作
ろ
う
」
「
野
菜

で
電
気
を
起
こ
そ
う
」
「
昆
虫
の
不

思
議
を
覗
い
て
み
よ
う
」
「
淡
水
と

海
水
を
混
ぜ
た
ら･･

」
「
圧
空
ロ
ケ

ッ
ト
を
飛
ば
そ
う
」
等
々
の
多
彩

な
企
画
が
さ
れ
て
い
る
。 

 

生
物
教
室
で
は
身
近
な
動
物
の
骨
格
と
同

時
に
ク
マ
ゼ
ミ
の
触
手
や
口
元
の
顕
微
鏡
に

は
多
く
の
子
供
達
の
歓
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

ま
た
「
玉
虫
」
の
羽
根
の
緑
色
の
グ
ラ
デ
ー
シ

ョ
ン
の
光
沢
の
不
思
議
は
私
も
驚
き
ま
し
た
。 

 

な
か
で
も
法
隆
寺
の
国
宝
「
玉
虫
厨
子
」
は

３
６
，０
０
０
枚
の
玉
虫
の
羽
根
の
光
沢
を
利

用
し
貼
り
付
け
た
も
の
で
、
飛
鳥
時
代
を
代

表
す
る
美
術
品
で
す
が
、
１
３
０
０
年
を
経
て

も
、
今
な
お
緑
色
を
主
と
し
た
虹
色
の
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
の
輝
き
を
残
す
不
思
議
は
驚
く

ば
か
り
で
す
。 

 

「
科
学
ま
つ
り
」
に
参
加
し
た
多
く
の
子
供

の
中
か
ら
、何
人
か
の
科
学
者
が
う
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。 

 

今
年
、
最
後
の
「
奥
村
ニ
ュ
ー
ス
」
と
な
り
ま

し
た
が
、
国
政
、
県
政
、
市
政
を
問
わ
ず
少
し

で
も
暮
ら
し
を
支
え
る
政
治
を
め
ざ
し
て
一

緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！ 

（写
真
は
法
隆
寺
、国
宝
・玉
虫
厨
子
） 

 

 
 
 

の
り
子
の
週
間
日
誌
（
主
な
も
の
） 

１
２
月
２
０
日 

市
駅
前
早
朝
宣
伝
、
視
察 

 
 
 

２
１
日 

街
頭
宣
伝
、
現
代
史
学
習
会
、
懇
親
会 

 
 
 

２
２
日 

党
内
会
議
、
河
北
ブ
ロ
ッ
ク
後
援
会 

 
 
 

２
３
日 

地
域
訪
問 

 
 
 

２
４
日 

病
院
訪
問 

 
 
 

２
５
日 

病
院
訪
問
、
河
西
診
デ
イ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 
 

２
６
日 

無
料
生
活
相
談
日 

 

 

は
「
介
護
保
険
料
が
２
段
階
以
下

の
低
所
得
者
が
全
国
平
均
１
９
％

に
対
し
本
県
は
２
５
．３
％
と
多

く
、悩
み
や
不
安
、
様
々
な
困
り
ご

と
も
あ
る
も
の
と
認
識
。
市
町
村

で
事
業
が
円
滑
に
で
き
格
差
が
生

じ
な
い
よ
う
支
援
す
る
。
介
護
分

野
の
新
規
就
業
・キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

を
支
援
し
、
事
業
者
に
介
護
職
員

処
遇
改
善
加
算
の
活
用
を
働
き
か

け
て
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

仁
坂
知
事
は
、「
所
得
が
低
い 

人
で
も
老
後
は
安
心
と
思
え
る
制 

度
整
備
が
大
事
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

わ
た
し
は
、つ
づ
い
て
、若
者
の 

「
使
い
捨
て
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
紙
面
の
都

合
で
割
愛
し
ま
す
が
、
日
刊
赤
旗
１

８
日
付
け
１
３
面
や
、
党
県
議
団
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
す
る
予
定

で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
（の
り
子
） 

     
 

 

 

 

 

 

 今年最後のニュースとなりました。皆様には大変お世話に

なりありがとうございました。次の赤旗日曜版は、１２月２９日

号と１月５日号の合併号で、新年号として分厚くなり、読者ニ

ュースの発行はありません。また１月１２日付けからよろしくお

願い申し上げます。なにとぞ、よいお年をお迎え下さい。 

業
平
均
よ
り
大
幅
に

低
く
人
材
不
足
が
深

刻
な
介
護
職
の
処
遇

改
善
・養
成
強
化
を

求
め
ま
し
た
。 

福
祉
保
健
部
長

は
、「
介
護
保
険
制
料 
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